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研究成果の概要（和文）：アルツハイマー型認知症（Alzheimer’s  disease: AD）に次いで2番

目に頻度が高い変性性認知症であるレビー小体型認知症（dementia with Lewy bodies: DLB）に

おける臨床亜型の決定に、アミロイド蛋白の脳内沈着の程度が関与していることを明らかにした

。この結果は、今後の脳機能画像所見の解釈に役立つ知見であり、更なる臨床像との関係を明ら

かにする必要が示唆された。 

 
研 究成果の 概要（英 文 ）： Dementia with Lewy bodies is the second most common 
neurodegenerative dementing disorder after Alzheimer’s disease. Cerebral amyloid 
deposition may contribute to the timing of the onset of dementia relative to that of 
parkinsonism in Lewy body dementia, suggesting that further clinicopathological 
investigation will be needed. 
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１． 研究開始当初の背景 
レビー小体型認知症（dementia with Lewy 
bodies: DLB）は、アルツハイマー型認知症
（Alzheimer’s disease: AD）に次いで頻度
が高い変性型認知症であり、アミロイド沈着
などのアルツハイマー病理をさまざまな程
度合併し、DLB と AD の鑑別診断は必ずしも容
易ではない。近年、開発中のアミロイドワク
チン療法の適応をめぐり、正確な臨床診断が
不可欠となってきており、既に実用化されて

いるアミロイド沈着の脳機能画像にその役
割が期待されている。しかし、画像所見の解
釈が既に問題となっており、認知症疾患にお
ける脳内アミロイド沈着と臨床症状の関係
は明らかとなっていない。 
 
２．研究の目的 
当研究では、脳機能画像における鑑別診断を
可能とするために、認知症剖検脳におけるア
ミロイド病変分布とその程度について検討



し、疾患別の特徴を明らかにすることを目的
とする。また、臨床記録の評価と剖検脳の病
理学的検索によって、アミロイド病変の臨床
症状への関与について検討する。 
 
３．研究の方法 
多数例の剖検脳と当該症例の臨床記録を用
いて行われる。まず、剖検脳から薄切切片を
作成し、一般染色・特殊染色によって病理学
的診断の再確認を行う。さらに、α－シヌク
レイン免疫染色、タウ免疫染色、アミロイド
免疫染色によって、レビー小体、神経原線維
変化、老人斑の分布について、標準化された
ＢｒａｉｎＮｅｔ Ｅｕｒｏｐｅ（ＢＮＥ）
プロトコールに基づいて評価した。 
 
４．研究成果 

アミロイド蛋白の脳内沈着について、パーキ

ンソン病認知症（Parkinson’s  disease 

dementia:PDD）13例、DLB17例の剖検脳を用い

て、AD病変である神経原線維変化 (NFT Braak 

stage 0-VI)とアミロイド沈着 (Amyloid 

phase 0-V)とレビー関連病理について、臨床

病理学的検討を行い、DLBとPDDの臨床病型の

決定において、アミロイド沈着が関与してい

ることを明らかにした。さらに、ADと比較し

て、DLBの18F-FDG PET画像では、側頭・頭頂連

合野に加え後頭葉にも糖代謝低下を認める症

例が多い。各領域について、神経病理学的に

AD病理とレビー関連病理について定量的にイ

メージ解析を用いて評価し、神経細胞数との

関係を明らかにした。その結果、DLBでは、レ

ビー関連病理のみならず、AD病理も脳機能画

像で認められる糖代謝低下の所見を反映して

いると考えられた。 
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